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35.趨有効 場理論 とユ キゾ テ イク な相転 移

棄 大理 鈴木 増雄

当研 究 会 の世 話 人 か らは､ ｢スピ ング ラ ス研 究 の過 去 ､現 在 ､ そ して未来 ｣ とい

う題 を頂 いた が､ これ は30分 間 で話 すには､ あ ま りに も大 き過 ぎ るの で､最近大

変 発展 して い る筆 者 自身 の研 究 ､す なわ ち､ 趨有 効場理 論 ト 3)とその ス ピ ング ラ

ス等 への応 用 113)を述 べ る｡

最近筆 者 の提 唱 した ｢コ ヒー レン ト異常 法 ｣ とい う臨界 現象 の一 般 的 な研究 方

法 d･5)は多 くの 問題 に応用 され ､その有効性 が確 かめ られ て い る5-1号)｡ これ は ､

ク ラ ス ター平 均場 異常 性 O-)係数 が近 似 の度 合 を あげ るにつ れて系統 的 に (コ ヒー

レン トに)異常 性 を示 す こ とに基 づ いて ､真 の臨界指数等 を求 め る方 法 で あ る｡

したが って､平 均場近 似 さ え作れ れば よい こ とにな る｡

これ が動機 とな り､ どん なエ キゾ テ ィ､ソク相 転移 に も使 え る平均場 理 論 をつ く

ろうと努 力 した｡ その結 果 ､超有 効場理 論 とい う極 め て一般 的 な相 転移 の理 論

ト 3 を作 るこ とに成功 した｡

第 1回

趨有効場 ク ラス ター ト3)

その要点 は､第 1回の よ うに､ Dト D2､ --一､ Dzとい う 1点 で は な い領 域上 で

作用 す る有効 場 Ql､ Q2､--､ Qzをハ ミル トニ ア ンの切断 とは無 関 係 に一般 的

に導 入す るこ とで あ る｡ この建有効 場理論 は すで に ス ピ ング ラ スや カ イラル オー

ダ ー に応用 して ､ その有 効性 が確 かめ られて い る｡ も っと詳 し くは オ リジナルな

文 献 を参 照 して欲 しい｡
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